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ハイスペックマイクロパイル工法の適用例

高度経済成長期に建設された橋梁や土構造物の老朽化に対して、今後維持管理・補強・更新の増大が予想されてい
ます。マイクロパイルは、基礎の耐震補強から抗土圧構造物など幅広く適用できる基礎工法です。

ハイスペックマイクロパイル工法は、2015年に技術審査証明を取得しています。2020年に追加変更した内容は、鋼
管径のφ267.4mmを追加したこと、岩盤支持層で押込み載荷試験を実施したこと、道路橋示方書・同解説に平成24
年度版から平成29年度版に移行して各種評価を行ったこと、独自の支持力推定式や降伏水平変位の算出方法を提案し
たこと、杭頭部の支圧版形状を矩形だけでなく円形も採用できるようにしたこと等が挙げられます。

道路橋基礎の補強 発電所基礎の新設

 

 

 

 

 

≪ 適 用 構 造 物 ≫ 

インフラ系：道路橋、鉄道橋、歩道橋

発電設備：鉄塔、タンク、発電所設備

抗土圧構造物：土留め杭、抑止杭、擁壁

構造物基礎：仮設構台、小規模建物

山岳部：坑口脚部補強



ハイスペックマイクロパイル工法の概要ハイスペックマイクロパイル工法の概要

本工法は、都市部の狭隘地、地下空間、山岳傾
斜地等の限られた施工空間、厳しい環境条件下
での施工を対象として開発された小口径合成鋼
管杭工法です。一般的なボーリングマシンを用い
て二重管削孔し、汎用的な鋼管を建込んだ後にグ
ラウトを充填し、地盤中に鋼管を定着させ、杭を
構築する技術です。

二重管削孔・インナーロッド回収後、杭先端部材を取付けた鋼管を建込み、グラウト充填注入、杭先端部
の地盤改良、ケーシング回収、グラウト補充注入、杭頭処理（口元スペーサー設置、鋼管高さ調整、口元注入、
杭頭部の設置）等の一連の作業を行い、小口径合成鋼管杭を構築します。

ハイスペックマイクロパイル工法とは…

技術の概要

本工法の施工手順

技術の特徴

ハイスペックマイクロパイル工法の諸元・性能・適用範囲

ハイスペックマイクロパイル工法の鉛直支持力と水平抵抗

市場に流通している鋼種を標準としていることから経済性に優れており、急を要する工事への対応も
可能です。継ぎ杭1本あたりの鋼管長は、施工条件に応じて0.5～ 6mの中から任意に選択できます。
また、長尺鋼管を使用できる場合は継手を少なくできるため、経済性にも優れています。さらに、杭先端
部には周辺支持地盤以上の強度を有する改良体を造成し、確実に支持力を確保します。

ハイスペックマイクロパイル工法の概要

以下に示す3つの特徴を有しています。

・汎用的な鋼管の採用

・独自のねじ継手の開発（特許出願）

・杭先端部のスライムを地盤改良（特許出願）

（施工手間は攪伴時間の４min のみ）

・杭上下のセンタリング機構（特許出願）に

より杭全長で20mm以上のかぶり確保ハイスペックマイクロパイル工法の施工手順
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極限支持力の比較(13本） 極限引抜き抵抗力の比較(2本) 水平地盤反力係数の比較（4本、押引）
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本工法の性能確認では、押込み、引抜き、および水平方向の実大載荷試験を実施しています。鉛直方
向は小口径合成鋼管杭の支持力推定式により支持力を評価できることを確認しており、水平方向は道路
橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編に示す各種調査・試験結果により得られた変形係数を用いて、水平方
向地盤反力係数を評価できることを確認しています。

 

鋼管

鋼種 一般構造用炭素鋼鋼管あるいは鉄塔用高張力鋼管

鋼管径 DS 165.2 mm 190.7 mm 267.4 mm

肉厚 tS 4.5 ～ 7.1、10、12 mm 5.3 ～ 8.2、11、13 mm 6.0 ～ 9.3、12、15 mm

長さ／本 0.5 ～ 6.0m（施工条件に応じて検討）

ねじ継手
鋼種 機械構造用炭素鋼鋼管

肉厚 tj、長さ 18 ～ 40 mm（鋼管の仕様に応じて検討）、200 mm

グラウト 設計基準強度 30 N/mm2

改良体 長さ（≒グラウト径×1.5） 350 mm 以上 400 mm 以上 500 mm 以上

杭径 Dg（＝グラウト径、削孔ビット径） 225.0 mm 255.0 mm 335.0 mm

周面摩擦を考慮する範囲 地表面から鋼管先端まで　ただし、押込みのみ地表面から1/βまでを除く

適用地質 粘性土、砂質土、砂礫（礫径 40mm 以下）

支持層地盤種別 砂質土・砂礫 支持層への根入れ 0.5m 以上

杭長 21.3m 以下（実績） 杭の最小中心間隔 2.5Dg（グラウト径）以上

地下水 地表面近くでも施工可 湧水量 多くても施工可

作業空間 狭くても施工可 空頭制限 空頭高さ 3.5m でも施工可


